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偶発事故などで，急に呼吸， 循環機能が失なわれたとき， すばやく適切な処置
をしないと死に至るか， 救命されても植物人間と云われる状態になる。 この際の
正しい実施法として現在救急蘇生法の ABCに始まり Iに致る処置，すなわち 
A (air way 一気道を保て)， B (breath-呼吸させよ)，C (circulationー 循環さ
せよ)， 次いで D (clrugs一一薬剤治療)， E (electrocardiography一心電図)，以下 
1 (intensive care一集中治療)，が世界的に普及しているが，本書の編者の Peter 
Safarはこれをつくり cardiopulmonaryresuscitation (CPR)に貢献した人であ
る。
本書は非開胸心マッサージ法を開発した J.Judaの米国 Georgia洲 Blarsv-
ileにある WolfCreek Lodgeで近代 CPRに新しい業蹟を有する 24人によっ
て行なわれた CPRConference，1975.で企画されて発行されたものである。編
集には 1950年以降の優れた論文37の他，依頼原稿を集め，若い人に欠けることの
あり勝ちの=歴史的背景から生まれる将来像"を加えて呼吸， 循環と脳の蘇生に
つき，科学的根拠にもとづき， 臨床面， 教育上に役立つように心がけて出来た成
書である。
内容を見ると，第一章の急性心停止の原因と予防と治療の基礎的考察に始まり，
第二章，気道閉塞と呼吸停止の原因と処置法， 第三章， 循環停止の処置と基礎医
学的見解の関係，第四章， CPR時の使用薬と経肺法を含めての投与法，第五章，
心停止に関連する心電図， pacingと食道を通しての低エネノレギー除細動を含む除
細動法， 第六章， 蘇生直後の問題として脳微細循環の変化を含めて脳機能回復の
諸問題と処置，移動 ICU(集中治療救急車)の必要性，第七章，大血出，溺水，
胎児の救急， CPRの教育法， CPRの法律的見解など CPRに伴なう特殊な事
項，第八章， CPRの18世紀からの歴史，胸壁外除細動器を完成した W.B. Ko-
uwenhoven，臨床的に除細動に成功した C.S. Beck，空気による肺換気の再評価，
人工呼吸の変遷，溺水救助の歴史， A-C除細動の始まりなど CPRへの貢献に先
鞭をつけた人や処置方法の記述がなされている。各章は三~九項の分担執筆の形
式になっていて，現在の CPRの大家が書いている。 CPRは1950年代には呼吸
蘇生法が mouthto mouth法などで著しく進歩し， 1960年代は胸壁外(非開胸)
心マッサージにより循環(心)蘇生法が始まり， それまでは明に死ぬ筈の多くの
人が助かるようになり， 1970年代には脳機能の回復に蘇生法の焦点が向かって
いる。編者は結語として，次の1980年の CPRConferenceは CPRから CPCR 
(Cardiopulmonary-cere bral resusci tation)になることがふさわしいだろうと述
べている。更に救急、蘇生法は， 法と死の問題についての社会的関心が広くなり，
この進歩は哲学者，心理学者， 経済学者， 法律家および宗教家の関連するもので
あることを述べ， 人生と生命の関係にまで及んでいる。 そして q蘇生学"の最終
目的は天命の短縮を無くすることであり， これは古来の人生の理想である日健全
なる肉体に健全な精神"に近づけることであると結んでいる。
本書の内容の大部分は新らしい m蘇生法"に頁が用いられ， 臨床医家に役立
つ点が多いが，医療の哲学があり興味深い。(米津利英)
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